
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
期
待
と
課
題
（
第
６
回
）

岩
手
大
学
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み

岩
手
大
学
工
学
部
教
授

　成

　田

　晋

　也

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
計
画
は
、

＂宇
宙
の
成
り
立
ち
＂、
＂根
源
物
質
の
探
索
＂
と
い
っ

た
人
類
の
究
極
の
疑
問
に
答
え
を
与
え
る
壮
大
な
実
験

計
画
で
あ
り
、
世
界
中
の
素
粒
子
物
理
学
研
究
者
が
そ

の
実
現
を
熱
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
世
界
唯
一
の

建
設
候
補
地
で
あ
る
日
本
で
は
、産
官
学
が
協
力
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
現
状
お
よ
び
課
題
、
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
岩
手
大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

〇　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
現
状
と
課
題

素
粒
子
物
理
学
分
野
で
は
、
世
界
の
各
地
域
拠
点
に

研
究
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
大
規
模
な
国
際
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
欧

州
で
は
、欧
州
合
同
素
粒
子
原
子
核
研
究
機
構（
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ｎ
）に
お
い
てLarge H

adron Collider 

（
Ｌ
Ｈ
Ｃ
）

と
呼
ば
れ
る
周
長
27
㎞
の
円
形
加
速
器
を
用
い
た
実
験

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｌ
Ｈ
Ｃ
で
は
、
２
０
１
２

年
、
素
粒
子
に
質
量
を
与
え
る
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
が
発
見

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宇
宙
・
物
質
の
成
り
立
ち
を

説
明
す
る
「
標
準
理
論
」
が
確
立
さ
れ
た
。

一
方
で
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
詳
細
な
性
質
解
明
は
こ

れ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
暗
黒
物
質
な
ど
「
標
準
理
論
」

の
枠
組
み
に
収
ま
ら
な
い
新
し
い
粒
子
、
新
し
い
物
理

の
探
索
も
今
後
重
要
な
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
Ｌ

Ｈ
Ｃ
は
、
現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
強
の
た
め
の
装
置
改

良
を
行
っ
て
お
り
、
ま
も
な
く
実
験
再
開
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。改
良
Ｌ
Ｈ
Ｃ
に
よ
る
実
験
で
は
、多
く
の
ヒ
ッ

グ
ス
粒
子
の
生
成
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
性
質
が
よ
り
明

ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｈ
Ｃ
は
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
よ
り
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
こ
と
が
で

シ
リ
ー
ズ

＜標準理論＞
　クォークとレプトン（物質を構成する基
本粒子）、ゲージ粒子（力を媒介する粒子）、
ヒッグス粒子（質量を与える粒子）によっ
て宇宙のあらゆる物質・現象を説明する考
え方は「標準理論」と呼ばれ、現代物理学
の究極の理論とされている。これまでの研
究から、「標準理論」は、ほぼ確立された
ものと考えられているが、一方で、ヒッグ
ス粒子の性質解明や標準理論だけでは説明
できない暗黒物質の探索など、未だに重要
な課題が残されており、今後、これまで以
上に精密な実験が必要になっている。

き
る
（
言
い
換
え
る
と
、
よ
り
宇
宙
の
初
期
の
状
態
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
）
装
置
で
あ
る
が
、
加
速
・

衝
突
さ
せ
る
粒
子
の
性
質
上
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
比
べ
て
素
粒

子
反
応
測
定
の
精
度
に
劣
る
。
そ
こ
で
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
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子
の
詳
細
な
性
質
解
明
、
暗
黒
物
質
や
新
粒
子
の
探
索

の
た
め
に
は
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
に
よ
っ
て
超
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
状

態
で
の
現
象
を
捉
え
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
そ
れ
を
精
査
す
る
と

い
っ
た
、
両
者
を
相
補
的
に
組
み
合
わ
せ
た
実
験
を
行

う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
際
、
欧
州
で
進

め
ら
れ
る
Ｌ
Ｈ
Ｃ
実
験
に
対
し
て
、
世
界
の
研
究
動
向

や
地
域
性
を
考
慮
し
た
場
合
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
日
本
（
ア
ジ

ア
）
主
導
で
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
素
粒
子
物

理
学
分
野
の
世
界
的
な
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
最
近
に
な
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
ヒ
ッ
グ

ス
粒
子
の
精
密
測
定
を
目
的
に
し
た
大
型
円
形
加
速
器

建
設
計
画
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
新
た
な
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
、

将
来
的
な
加
速
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
強
に
よ
っ
て
、
新

粒
子
・
新
現
象
の
発
見
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
段
階

で
は
、
加
速
器
の
性
能
や
測
定
精
度
と
い
っ
た
点
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
優
位
な
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
技

術
革
新
、さ
ら
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
進
展
状
況
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い
動
き
が
、
世
界
の
素
粒
子
物
理
学

研
究
の
方
向
づ
け
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
は
、
建
設
候
補
地
で
あ
る

日
本
に
お
い
て
、
時
機
を
逃
す
こ
と
の
な
い
決
断
が
重

要
で
あ
る
。

国
内
で
は
、
現
在
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
有
識
者

会
議
が
設
置
さ
れ
、「
素
粒
子
原
子
核
物
理
作
業
部
会
」

お
よ
び
「
技
術
設
計
報
告
書
検
証
作
業
部
会
」
に
お
い

て
、
①
他
の
研
究
計
画
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
素
粒
子

物
理
学
研
究
に
お
け
る
明
確
な
方
針
、
②
経
費
の
全
容

と
国
際
的
経
費
分
担
、
③
建
設
期
及
び
運
転
期
に
必
要

な
人
員
・
人
材
、
国
内
体
制
の
あ
り
方
、
④
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

社
会
的
影
響
、
⑤
そ
の
他
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
課
題
、
国

内
建
設
の
是
非
に
つ
い
て
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、「
素
粒
子
原
子
核
物
理
作
業
部
会
」
で
は
、

主
に
当
該
分
野
の
将
来
構
想
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
科
学

的
役
割
や
意
義
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
と
の
比
較
や
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
相
補
性
・
独
自
性
も
踏
ま
え
て
審

議
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
８
回
の
会
合
が
持
た
れ
、
そ

こ
で
の
議
論
に
つ
い
て
、
近
く
、
有
識
者
会
議
に
中
間

報
告
と
し
て
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
に
お
い
て
、
今
後

新
し
い
物
理
現
象
が
発
見
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
そ
の
特
性
上
、
雑
音
の
少
な
い
極
め

て
ク
リ
ー
ン
な
環
境
で
の
素
粒
子
反
応
の
観
測
が
可
能

で
あ
り
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
を
は
る
か
に
凌
ぐ
感
度
で
、
反
応
の

精
密
測
定
、
新
粒
子
・
新
現
象
の
探
索
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
有
用
性
や
実
験
遂
行
の
意
義
は

極
め
て
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
技
術
設
計
報

告
書
検
証
作
業
部
会
」
は
、
主
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
係
る
技
術

の
実
現
可
能
性
、
そ
こ
で
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
・
人
員

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
作
業
部
会
の
報
告
・
有
識
者
会
議
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、
今
後
、
文
部
科
学
省
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
日
本
誘

致
に
つ
い
て
一
定
の
方
針
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

１
年
以
内
の
動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

研
究
者
の
活
動
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
必
要
な
加
速

器
や
測
定
器
、
各
種
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
等
、
高
性
能

化
や
新
た
な
技
術
導
入
の
た
め
の
研
究
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
期
待
さ
れ
る
物
理

成
果
の
高
精
度
化
と
い
っ
た
研
究
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。
建
設
候
補
地
で
あ
る
岩
手
／
東
北
地
域
で
は
、
加

速
器
建
設
や
研
究
施
設
の
整
備
に
向
け
た
準
備
が
、
地

元
自
治
体
や
産
業
界
と
協
力
し
な
が
ら
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
意
義
、
国
際
協
力

の
中
で
の
日
本
の
役
割
を
正
し
く
説
明
し
、
広
く
理
解

を
得
る
た
め
の
講
演
会
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
国
際
組

織
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
今
後
の
素
粒
子
物
理
学
分
野

の
研
究
の
進
め
方
や
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
た
戦
略
的
な

議
論
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
国
際
組
織
メ
ン

バ
ー
は
定
期
的
に
日
本
を
訪
れ
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
推
進
議
員
連
盟
や
文
部
科
学
省
と
の
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
日
本
で
の
建
設
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

も
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
建
設
候
補
地
で

あ
る
岩
手
も
訪
問
し
、産
官
学
関
係
者
と
の
意
見
交
換・

交
流
を
行
い
、
現
地
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
も
進
め
て
い
る
。
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岩
手
・
東
北
地
域
に
お
い
て
は
、
地
元
自
治
体
・
産

業
界
・
学
術
機
関
等
が
連
携
し
て
、
誘
致
活
動
や
実
験

施
設
立
地
の
た
め
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
、
地
元
の
受

け
入
れ
体
制
を
確
実
に
整
備
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現

在
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
わ
っ
て
い
る
人
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
多

く
の
人
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
意
義
や
地
域
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
広
く
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。そ
の
た
め
に
、我
々

研
究
者
を
含
め
た
関
係
者
が
、
継
続
的
に
情
報
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
以
外
に
も
、
東
北
地
域
で
は
新
た
な

放
射
光
研
究
施
設
の
建
設
（
東
北
放
射
光
計
画
）
な
ど
、

最
先
端
加
速
器
に
よ
る
将
来
計
画
が
い
く
つ
か
提
案
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
加
速
器
施
設
の
建
設
・
運
用
に
は
、

様
々
な
分
野
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
建
設
・
運
用
に
お
い
て
は
、
巨
大
地
下
施
設
建
設

で
必
要
と
な
る
地
盤
・
地
質
工
学
、
建
築
・
土
木
工
学
、

加
速
器
部
品
の
開
発
・
製
造
に
係
る
材
料
・
機
械
工
学

な
ど
が
関
わ
る
。
加
速
器
や
測
定
器
の
運
転
に
は
、
制

御
・
計
測
な
ど
の
電
気
電
子
工
学
技
術
、
大
量
デ
ー
タ

の
通
信
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
情
報

通
信
工
学
技
術
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
研

究
都
市
と
し
て
の
社
会
基
盤
整
備
と
い
う
点
で
は
、
都

市
工
学
、
交
通
工
学
、
教
育
、
国
際
化
対
応
な
ど
の
専

門
家
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
こ
と
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
現
在
提
案
さ
れ

て
い
る
様
々
な
加
速
器
に
よ
る
科
学
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、
今
後
、
地
域
の
多
様
な
産
業
、
固
有
の
技
術
が

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
を
広
い
視
野
に
立
っ
て
考
え
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
が
従
来
の
形

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う
こ

と
で
、
新
し
い
産
業
や
技
術
の
創
成
も
期
待
さ
れ
る
。

〇　

岩
手
大
学
に
お
け
る
加
速
器
科
学
研
究

に
係
る
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
加
速
器
の
建
設
・
運
用

に
は
様
々
な
分
野
が
関
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
放
射
光

を
は
じ
め
と
す
る
加
速
器
に
よ
る
粒
子
線
利
用
は
、
物

性
・
生
命
科
学
・
新
機
能
材
料
創
出
等
、
様
々
な
分
野

の
研
究
発
展
に
極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

岩
手
大
学
に
は
、
多
様
な
専
門
領
域
の
研
究
者
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
が
、
加

速
器
の
建
設
・
運
転
・
利
用
に
お
い
て
大
き
く
生
か
さ

れ
る
。
ま
た
、
加
速
器
関
連
研
究
へ
の
関
わ
り
か
ら
、

新
た
な
産
業
シ
ー
ズ
創
出
と
地
域
の
産
官
学
連
携
の
構

築
も
見
込
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
手
大
学
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
候
補
地

で
あ
る
岩
手
県
の
学
術
的
拠
点
と
し
て
、
そ
の
推
進
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
加
速
器
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

心
に
据
え
た
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
対
し
て
、

き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
等
の
学
術
的
意
義
や
地
域
の
あ
り
方
を
広
く
社
会

に
伝
え
る
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
大
学
と
し
て
の
役
割
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
岩

手
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

以
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経
緯

岩
手
大
学
で
は
、
以
前
よ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
講
演
会

の
開
催
、
学
内
外
関
係
者
と
の
情
報
交
換
等
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

推
進
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
岩
手
／
東
北
へ
の
Ｉ
Ｌ

Ｃ
実
現
が
大
き
く
進
ん
で
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成

＜東北放射光計画＞
光速近くまで加速させた電子を偏向
させることで光（Ｘ線など）を放出させ、
その光を利用して物質の極微の構造を
分析するのが放射光施設である。この
物質解析から新しい機能性材料や新薬
の開発につながるなど、多くの分野で
放射光が利用されている。
現在国内には、需要の高い波長領域

（軟Ｘ線）の高輝度放射光施設はなく、
また、ほとんどの放射光施設は関東以
西に集中している。そこで、東北での
新しい高輝度軟X線放射光施設の建設
が計画されている。
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25
年
２
月
に
、
学
長
を
代
表
と
す
る
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
会

議
」
を
設
立
し
、
岩
手
大
学
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
連

し
た
研
究
活
動
、
自
治
体
や
経
済
団
体
等
と
連
携
し
た

広
報
活
動
な
ど
を
本
格
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。ま

た
、
平
成
26
年
４
月
に
は
、
工
学
部
ソ
フ
ト
パ
ス

工
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
「
加
速
器
科
学
研
究
グ

ル
ー
プ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
素
粒

子
物
理
学
、
地
震
・
防
災
工
学
、
表
面
処
理
工
学
、
超

電
導
理
工
学
、
有
機
材
料
工
学
、
電
気
化
学
、
地
質
・

地
盤
工
学
、
建
設
材
料
工
学
と
い
っ
た
加
速
器
建
設
・

運
用
に
関
す
る
研
究
や
放
射
光
を
用
い
た
物
性
研
究
を

行
っ
て
い
る
研
究
者
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や

東
北
放
射
光
計
画
に
関
わ
る
様
々
な
分
野
（
加
速
器
科

学
）
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、新
た
な
教
育・

研
究
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や

東
北
放
射
光
の
推
進
の
た
め
の
講
演
会
等
を
実
施
す
る

な
ど
、
様
々
な
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
る
（
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
講
演
会
の
詳
細
は
後
述
す
る
）。

今
後
は
、
岩
手
大
学
に
お
け
る
加
速
器
関
連
分
野
の

研
究
を
よ
り
活
発
化
し
て
い
く
た
め
、
学
内
研
究
者
の

連
携
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
大
学
の
将
来
構

想
に
お
い
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
明
確
な
位
置
づ
け
と
な
る
よ

う
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
多
様
な
提
案
を
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
と
の
連
携
支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
、

従
来
の
岩
手
大
学
と
Ｋ
Ｅ
Ｋ
と
の
共
同
研
究
に
加
え

て
、
岩
手
大
学
に
お
け
る
加
速
器
科
学
に
関
す
る
様
々

な
取
り
組
み
が
よ
り
活
発
化
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら

の
実
績
に
基
づ
き
、
同
年
12
月
に
は
岩
手
大
学
と
Ｋ
Ｅ

Ｋ
と
の
間
に
連
携
・
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の

連
携
・
協
力
協
定
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
研
究
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
有
効
活
用
が
効
果
的
に
進
む
こ
と
が
見
込
ま

れ
、
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
研
究
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
持
つ
専
門
知
識
等
を

岩
手
大
学
が
有
す
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
社

会
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
広
報
活
動
も

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
枠
組
み
を
さ

ら
に
生
か
し
て
、
計
画
的
・
戦
略
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
内
だ

け
で
な
く
、
学
外
か
ら
も
様
々
な
提
案
を
受
け
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

講
演
会
の
実
施
・
広
報
活
動

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
加
速
器
科
学
に
関
連
す

る
分
野
の
理
解
促
進
か
ら
、
研
究
者
間
あ
る
い
は
産
官

学
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
、平
成
26
年
４
月
よ
り
、

「
加
速
器
科
学
連
続
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
き
た
。

こ
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
毎
回
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、

専
門
の
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
お
話
を
い
た
だ
い
て

い
る
。ま
た
、岩
手
大
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
関
連
テ
ー

マ
の
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
連
携
と
研
究

展
開
の
可
能
性
も
模
索
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
開
催

テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
第
１
回
（
平
成
26
年
４
月
23
日
）

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

主
催
：
岩
手
大
学
工
学
部

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
全
体
像
と
人
材
育
成
や
新
産
業
創
成
」

岩手大学と高エネルギー加速器研究機構連携・協力協定締結式
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Ｋ
Ｅ
Ｋ
名
誉
教
授
・
岩
手
大
学
客
員
教
授

　
　

吉
岡　

正
和　

氏

「
東
北
放
射
光
構
想
の
概
要
と
光
源
性
能
度
」

　
　
　

東
北
大
学
教
授　

濱　

広
幸　

氏

○
第
２
回
（
平
成
26
年
５
月
30
日
）

【
工
学
・
生
命
科
学
分
野
で
の
放
射
光
科
学
の
活
用
】

主
催
：
岩
手
大
学
工
学
部

「
工
学
・
生
命
科
学
分
野
で
の
放
射
光
科
学
の
活
用
」

　
　

SPring-

８
・
岩
手
大
学
客
員
教
授

　

廣
沢　

一
郎　

氏

「
岩
手
大
学
に
お
け
る
放
射
光
利
用
研
究
の
紹
介
」

○
第
３
回
（
平
成
26
年
６
月
23
日
）

【
加
速
器
科
学
に
よ
る
新
産
業
創
成
】

主
催
：
岩
手
大
学
工
学
部

「
加
速
器
科
学
に
よ
る
新
産
業
の
創
成
」

　
　

Ｋ
Ｅ
Ｋ
名
誉
教
授
・
岩
手
大
学
客
員
教
授

　

吉
岡　

正
和　

氏

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

東
北
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
室

　

小
貫　

勅
子　

氏

「
岩
手
大
学
に
お
け
る
加
速
器
科
学
研
究
」

○
第
４
回
（
平
成
26
年
10
月
29
日
）

【
加
速
器
科
学
の
医
療
応
用
】

主
催
：
岩
手
大
学
・
岩
手
医
科
大
学

「
筑
波
大
陽
子
線
治
療
と
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
（
ホ
ウ
素
中
性
子

捕
捉
療
法
）」

　
　

筑
波
大
学
教
授
・
筑
波
大
学
附
属
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村　

明　

氏

「
岩
手
医
科
大
学
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
の
多
分
野
へ
の
応
用
」

岩
手
医
科
大
学
教
授
・
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
セ
ン

タ
ー
長　
　
　
　
　
　
　
　

世
良　

耕
一
郎　

氏

「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
と
東
北
放
射
光
施
設
」

○
第
５
回
（
平
成
26
年
11
月
21
日
）

【
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
表
面
技
術
】

主
催
：
岩
手
大
学
・
岩
手
表
面
技
術
懇
話
会

「
超
伝
導
加
速
空
洞
製
造
の
取
組
み
」

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
機
械
工
学
セ
ン

タ
ー
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

将　

氏

「
超
伝
導
加
速
空
洞
の
表
面
処
理
」

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
放
射
線
科
学
セ

ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
辺　

元
明　

氏

こ
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
27
年
度
も
継
続
し
て

行
く
予
定
で
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
等
に
関
連
す
る
幅
広
い

テ
ー
マ
で
、
周
辺
の
大
学
・
研
究
機
関
等
と
も
協
力
し

な
が
ら
実
施
す
る
。
今
後
、
計
画
が
定
ま
り
次
第
、
随

時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
詳
細
を
公
表
し
て
い
く
が
、
共

同
開
催
等
や
企
画
の
提
案
が
あ
れ
ば
、
是
非
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

岩
手
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
は
じ
め

と
す
る
加
速
器
科
学
に
関
す
る
中
高
生
向
け
出
前
講
義

等
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
地
域
の
産
官
自
治
体
と

連
携
を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
組
織
的
・
計
画
的

に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
平
成
27
年
度
に
は
、
岩
手
県
盛
岡
広
域
振
興

局
と
岩
手
大
学
工
学
部
女
子
学
生
有
志
（
＂工
学
ガ
ー

第５回加速器科学連続セミナー
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ル
ズ
＂）
が
協
力
し
、
小
学
校
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
出
前
授
業

を
実
施
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
企
画
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
行
う

見
学
会
等
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
実
演
展
示
、さ
ら
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
／
加
速
器
科
学
に
関
す
る
情

報
発
信
な
ど
、
様
々
な
新
し
い
取
り
組
み
も
検
討
し
て

い
る
。

加
速
器
科
学
に
関
す
る
研
究
開
発

岩
手
大
学
で
は
、
従
来
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
含
む
加
速
器
関

連
分
野
の
研
究
開
発
お
よ
び
そ
れ
を
通
し
た
人
材
育
成

を
進
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
素
粒
子
物
理
学
を
専
門
と

す
る
筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
し
い
粒
子
測
定

器
の
開
発
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
粒
子

の
飛
跡
を
三
次
元
で
立
体
再
構
成
す
る
た
め
の
測
定
器

開
発
を
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
の
研
究
機

関
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
。現
在
開
発
中
の
測
定
器
は
、

主
に
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
性
質
解
明
を
目
指
し
た

実
験
で
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
含
ま
れ

る
要
素
技
術
の
多
く
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
験
で
用
い
る
測
定

器
と
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
そ
ち
ら
へ
の
展
開

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
加
速
器
用
電
源
開

発
を
Ｋ
Ｅ
Ｋ
と
共
同
で
進
め
て
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ

や
、
放
射
光
を
用
い
て
物
質
の
構
造
解
析
を
行
い
、
材

料
開
発
や
防
災
に
応
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

地
域
の
小
中
高
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
こ
の
よ
う
な
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
素
粒
子
物
理
学
や
Ｉ
Ｌ
Ｃ
・
加
速
器
に
関
心
を
持

つ
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
我
々

の
研
究
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
元
の
若
い
人
達
の
、
特
に
理
工
学
に

対
す
る
、
向
学
心
を
高
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

〇　

お
わ
り
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
日
本
で
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
国
と
し
て

検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
何
ら

か
の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
と
並
行
し
て
、
関
係
者
は
、
各
々
の
立
場
か
ら
実
現

を
見
据
え
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、

我
々
教
育
・
研
究
の
現
場
に
い
る
者
が
す
る
べ
き
こ
と

は
、
そ
の
＂科
学
的
意
義
＂
を
正
し
く
伝
え
て
、
多
く

の
理
解
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
を
担
う
若

い
人
材
の
芽
を
大
切
に
大
き
く
育
て
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
併
せ
て
、
私
自
身
を
含
め
た
岩
手
大
学
の
構
成

員
は
、建
設
候
補
地
域
の
一
員
と
し
て
、実
現
に
あ
た
っ

て
の
地
元
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
関
係
各
所
と
協
力
し

な
が
ら
、
今
後
も
着
々
と
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
巨
大
科
学
技
術
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
入
れ
る
地
域
と
し
て
は
、
既
存
の

組
織
や
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
各
々
の
価
値
観
や
目
先
の

利
益
で
動
く
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
が
大
き
な
視
点
に

立
っ
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
受
け
入
れ
の
意
義
や
、
地
域
全
体
の

将
来
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際

に
「
普
遍
的
な
知
」
を
拠
り
所
と
す
る
大
学
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
う
一
点
、
地
域
の
あ
る
べ
き
将
来
の
姿
を
主
導
的

に
提
案
し
、
示
し
て
い
く
こ
と
も
、
岩
手
大
学
の
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。
古
代
か
ら
の
人
類
の
歴
史

を
考
え
た
と
き
、
身
の
回
り
の
自
然
現
象
や
日
常
の
些

細
な
出
来
事
を
注
意
深
く
見
つ
め
、
そ
こ
か
ら
考
え
を

巡
ら
す
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
、
そ
し
て
新
た
な
技
術

が
生
ま
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
＂気
づ
き
＂
と
＂思
索
＂

の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
人
類
は
発
展
し
て
き
た
と
言
え

る
。Ｉ

Ｌ
Ｃ
は
宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す
と
い
う
、
古
く

か
ら
の
人
類
の
疑
問
に
答
え
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

人
類
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
あ
る
い
は
、
地
域
の

将
来
の
た
め
の
様
々
な
種
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
の
種
に
気
づ
き
、
新
し
い
芽
と
し
て
育

て
て
い
け
ば
、
岩
手
／
東
北
／
日
本
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
き
っ
か
け
と
し
て
捉
え
、
そ

こ
か
ら
、
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ
こ
で
は
、地
域
の「
知
」

の
拠
点
で
あ
る
岩
手
大
学
が
、
先
導
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
き
と
考
え
る
。
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